


     

　
今
回
は
、
第
二
九
回
パ
ネ
ル
展
示
よ
り
有
田

川
の
鮎
瀧
か
ら
北
湊
ま
で
の
間
の
景
観
の
移
り

変
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。 

【
鮎
瀧
と
小
瀧
】 

　
表
紙
の
写
真
は
鮎
瀧
の
絵
葉
書
写
真
で
す
。

湯
浅
町
に
あ
っ
た
小
西
写
真
軒
が
発
行
し
た
も

の
で
、
有
田
郡
役
所
刊
『
和
歌
山
縣
有
田
郡
誌
』

に
同
一
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
頃
の
も
の
で
す
。 

                

　
鮎
瀧
に
つ
い
て
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
後
編

に
は
、
「
松
原
村
に
あ
り
。
又
大
瀧
と
も
い
ふ
。

南
を
修
理
川
領
と
し
、
北
を
松
原
村
と
す
。 

此
瀧
を
隔
て
ゝ
相
對
せ
り
。
在
田
川
の
激
流
、

此
に
至
り
て
両
岸
相
狭
り
、
更
に
又
大
巖
川
中 

                 

に
横
り
出
で
、
中
央
欠
く
る
所
、
陥
然
と 

し
て
一
丈
許
に
及
べ
り
。
奔
流
こ
れ
に
懸
り
て
、

白
浪
雲
を
巻
き
、
散
沫
霧
を
飛
ば
し
、
激
怒 

の
勢
神
魂
を
驚
し
、
雷
吼
の
声
人
語
を
辨 

じ
が
た
し
。
故
に
此
よ
り
上
流
に
舟
楫
通
ぜ 

ず
と
い
ふ
。
此
に
一
大
奇
観
あ
り
。
三
四
月 

の
頃
、
五
六
寸
許
の
年
魚
、
上
流
に
登
ら
ん 

と
す
る
も
の
、
淵
中
に
雲
集
飜
游
し
、
百
萬 

群
を
な
し
、
相
競
ひ
て
激
流
を
遡
ら
む
と
す
。

勢
を
得
る
も
の
は
、
一
躍
し
て
水
を
離
る
ゝ 

事
数
尺
、
懸
流
の
中
に
入
る
。
其
疾
き
こ
と
矢

の
弦
を
放
る
ゝ
が
如
し
。
漁
人
其
淵
に
集
る
時

を
窺
ひ
、
大
な
る
　
網
を
入
れ
て
是
を
捕 

る
。
多
き
時
は
一
挙
に
一
斗
許
を
得
、
少
き 

も
四
五
升
に
下
ら
ず
。
其
期
僅
に
一
両
日
の 

間
に
す
ぎ
ず
。
且
妄
に
捕
る
事
を
許
さ
ゞ
れ 

ば
、
遠
近
の
観
客
其
時
を
窺
ひ
、
陸
よ
り
も
舟

よ
り
も
群
聚
し
て
、
両
岸
錐
を
立
つ
る
地
な 

し
。
」
と
あ
っ
て
、
誇
張
を
交
え
た
表
現
で
す

が
、
鮎
の
遡
上
を
見
物
す
る
人
々
で
賑
わ
っ
た

鮎
瀧
の
様
子
が
活
写
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

名
所
図
会
の
絵
図
は
有
田
川
の
右
岸
か
ら
見

た
と
こ
ろ
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
掲
げ

た
写
真
は
い
ず
れ
も
左
岸
か
ら
の
撮
影
で
す
。

表
紙
の
写
真
で
は
名
所
図
会
と
同
じ
く
左
手 

（
右
岸
）に
突
き
出
た
大
き
な
岩
が
あ
っ
て
、
そ

の
上
に
数
人
の
人
物
が
い
ま
す
が
、
今
は
こ
の

岩
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
地
元
の
方
の
お
話
し
に

よ
れ
ば
、
木
材
の
流
送
に
支
障
が
あ
る
と
し
て

川
中
の
岩
を
爆
破
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
昭
和
二
八
年
の
水
害
に
よ
る
変
貌
が
大

き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
鮎
瀧
は
国
道
四
二
四
号

か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
有
田
鉄
道
バ
ス
「
あ

い
滝
」
バ
ス
停
留
所
の
下
に
あ
た
り
ま
す
。
現

況
写
真
は
、
右
手
か
ら
突
き
出
た
岩
の
模
様
を

目
印
に
、
絵
図
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
を
撮
影
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

        

　
鮎
瀧
の
下
手
に
は
三
足
淵
（
松
原
橋
の
直
下
、

縄
を
三
束
つ
な
げ
た
く
ら
い
の
深
さ
が
あ
る
と

い
わ
れ
た
淵
）
が
あ
っ
て
、
そ
の
す
ぐ
下
に
小

瀧
が
あ
り
ま
す
。
④
は
、
昭
和
初
期
頃
の
小
瀧

の
風
景
で
す
。
船
で
や
っ
て
き
た
遊
覧
客
は
こ

こ
か
ら
は
陸
路
で
鮎
瀧
に
向
か
い
ま
し
た
。   

　
現
況
写
真
と
較
べ
る
と
鮎
瀧
以
上
に
水
害
に

よ
る
岩
石
の
流
出
が
著
し
い
よ
う
で
す
。
現
地

は
松
原
橋
か
ら
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
有

田
川
右
岸
の
鮎
道
か
ら
下
り
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。 
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風
景
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①鮎瀧（紀伊国名所図会より） 

②大正期の鮎瀧 

④昭和初期頃の小瀧 ⑤松原橋と小瀧の現況 

③鮎瀧の現況 
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【
女
夫
石
と
女
夫
石
橋
】 

                  

　
松
原
橋
の
千
数
百
㍍
下
に
女
夫
石
橋
が
架
か

っ
て
い
ま
す
。
⑥
は
昭
和
初
期
頃
の
女
夫
石
橋

で
す
。
橋
の
下
に
は
流
送
さ
れ
て
き
た
木
材
が

み
え
て
い
ま
す
。
上
手
の
山
腹
に
道
路
が
あ
っ

て
松
の
大
木
が
み
え
て
い
ま
す
。
大
蛇
伝
説
に

ま
つ
わ
る
尾
掛
松
の
よ
う
で
す
。
こ
の
橋
の
少

し
上
手
の
両
岸
に
突
き
出
た
岩
が
あ
っ
て
、
女

夫
石
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
『
和
歌
山
県
木
材
史
』
に
は
「
洪
水
な
ど
に

よ
る
木
材
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
有
田
川
流
材

防
止
組
合
に
よ
り
、
岩
倉
村
粟
生
宮
口
（
清
水

町
）
に
筏
組
み
の
た
め
の
網
場
と
と
も
に
、
流

材
防
止
網
場
を
設
置
し
た
（
通
称
要
害
と
呼
ば

れ
た
）
。
し
か
し
、
大
戦
末
期
に
い
た
り
、
強

制
伐
採
等
に
よ
る
流
下
材
の
増
加
に
よ
り
、
設

備
の
増
強
に
迫
ら
れ
、
石
垣
村
吉
原
（
金
屋
町
）

の
女
夫
石
に
大
規
模
な
網
場
を
新
設
し
た
。
数 

々
の
出
水
や
台
風
に
威
力
を
発
揮
し
た
が
、
い

ず
れ
も
二
八
年
七
月
の
有
田
川
大
水
害
に
よ
り

壊
滅
し
た
。
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
⑦
は

女
夫
石
に
設
置
さ
れ
た
網
場
の
現
況
を
国
道
四

二
四
号
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
す
が
、
橋
桁
の

よ
う
な
形
状
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
を
残
す
の
み

で
す
。 

                

【
田
殿
橋
付
近
】 

　
⑧
は
有
田
川
町
賢
付
近
を
行
く
蜜
柑
船
を 

現
田
殿
橋
の
直
下
付
近
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で

す
。
蜜
柑
船
は
平
田
船
と
も
い
い
ま
す
が
、
吃

水
の
浅
い
平
底
の
船
で
す
。
三
反
帆
に
風
を
は

ら
ん
で
遡
航
す
る
光
景
は
の
ど
か
な
も
の
で
す
。

後
の
船
頭
が
舵
を
と
り
、
前
の
人
物
は
棹
を
さ

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
有
田
川
名
物
の
蜜
柑
船

は
、
大
正
一
三
年
、
紀
勢
西
線
が
箕
島
ま
で
開

通
、
翌
年
に
宮
原
ま
で
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り

そ
の
姿
を
消
し
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
そ
の
直

前
の
光
景
を
伝
え
る
も
の
で
す
。
　
　 

                                   

⑩
の
木
造
の
田
殿
橋
が
で
き
た
の
は
『
吉
備

町
誌
』
に
よ
る
と
大
正
一
五
年
五
月
で
す
。
大

師
山
（
内
崎
山
）
の
右
手
に
は
田
殿
尋
常
小
学

校
が
見
え
て
い
ま
す
。 

                 

　
⑪
は
、
有
田
川
町
井
口
で
す
。
こ
の
写
真
は
、

写
真
集
『
有
田
・
海
南
の
一
〇
〇
年
』
に
も
引

用
さ
れ
て
い
て
、
大
正
初
期
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
明
治
四
〇
年
代
の
も
の
で
す
。
和
歌
山
市

内
に
あ
っ
た
写
真
館
「
柴
田
」
が
作
製
し
た
も

の
で
、
分
厚
い
厚
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。
写
真
の
欄
外
に
は
「
有
田
郡
田
殿
村
井

口
柑
橘
園
ノ
一
部
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
り
ま

す
。
背
後
の
稜
線
は
千
葉
山
で
す
。
民
家
が
あ

り
ま
す
が
、
電
柱
は
ま
だ
見
あ
た
ら
な
い
よ
う

で
す
。
柱
様
の
も
の
が
二
本
あ
り
ま
す
が
、
井

戸
水
を
汲
み
上
げ
る
た
め
の
「
は
ね
つ
る
べ
」

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
の
ち
、
⑩
の
田
殿
橋
が

架
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
小
さ
な
木
橋
が
あ

っ
て
水
路
が
有
田
川
に
合
流
し
て
い
ま
す
。
こ
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⑥女夫石橋（有田川町吉原） 
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と 

か
し
こ 

ひ
ら  

だ 



の
水
路
は
今
は
⑫
に
み
る
と
お
り
、
ヒ
ュ
ー
ム 

                                

管
と
な
っ
て
有
田
川
に
そ
そ
ぎ
込
ん
で
い
ま
す
。

川
原
に
は
平
田
船
で
し
ょ
う
か
、
繋
留
さ
れ
た

船
の
舳
先
が
み
え
て
い
ま
す
。 

【
有
田
川
町
田
口
】 

　
⑬
は
、
阪
和
自
動
車
道
長
峰
ト
ン
ネ
ル
西
側

の
田
口
地
区
の
ミ
カ
ン
山
で
す
。
明
治
末
〜
大

正
初
期
の
こ
の
写
真
は
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
さ
れ

た
絵
葉
書
写
真
に
手
作
業
で
彩
色
を
加
え
た
も

の
で
す
。
現
実
ば
な
れ
し
た
色
合
い
で
す
が
、

写
真
と
絵
画
の
中
間
の
よ
う
な
独
特
の
雰
囲
気

が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
方
が
「
西
山
」
と
呼
ぶ

こ
の
山
の
稜
線
が
有
田
川
町
と
有
田
市
の
境
界

線
で
す
。
西
山
か
ら
続
い
た
稜
線
が
有
田
川
に

落
ち
込
む
と
こ
ろ
が
岩
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

                

そ
の
岩
場
の
先
端
の
マ
ン
ド
岩
と
呼
ば
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
小
島
方
面
を
写
し
た
の
が
⑭
で
す
。

こ
の
あ
た
り
は
岩
崎
の
淵
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

彩
色
の
具
合
な
の
か
、
実
際
に
有
田
川
の
水
量

が
豊
富
な
た
め
か
、
こ
の
写
真
か
ら
は
ま
る
で

海
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
今
は
こ
の
岩

の
後
方
が
切
り
開
か
れ
て
国
道
四
八
〇
号
が
通 

            

       

じ
て
い
ま
す
。
⑮
の
現
況
写
真
で
は
、
す
ぐ
下

手
に
宮
原
井
堰
が
あ
る
た
め
、
水
位
が
上
が
り

昔
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
宮
原
の
渡
し
か
ら
教
育
橋
】 

            

       

　
⑯
は
宮
原
の
船
渡
し
場
で
す
。『
有
田
市
誌
』

に
「
宮
原
の
天
神
の
堤
か
ら
南
堤
の
糸
我
の
御

旅
所
の
松
の
辺
で
は
、
水
路
と
河
原
は
洪
水
ご

と
に
位
置
を
変
え
て
不
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ

に
渡
し
舟
が
あ
っ
た
。
明
け
六
つ
（
午
前
六 

時
）
か
ら
暮
六
つ
（
午
後
六
時
）
ま
で
、
船 

頭
が
堤
下
の
番
小
屋
に
い
て
旅
人
を
待
っ
た
。」 

と
あ
り
ま
す
。
船
に
乗
り
損
ね
た
人
を
コ
ミ
カ 

ル
に
描
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
下
に
み
え
る
草

葺
き
の
小
屋
が
番
小
屋
で
し
ょ
う
。
下
流
か
ら

は
帆
を
張
っ
た
六
艘
の
蜜
柑
船
が
遡
っ
て
き
ま

す
。   

            

         

　
⑰
は
宮
原
の
船
渡
し
場
跡
か
ら
約
二
〇
〇
㍍

下
流
の
地
点
か
ら
星
尾
方
面
を
撮
影
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
大
正
期
と
思
わ
れ
る
風
景
で

す
が
、
帆
を
張
っ
た
蜜
柑
船
が
有
田
川
を
遡
航

す
る
光
景
は
名
所
図
会
の
時
代
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
左
に
は
帆
を
張
っ
た
船
が
二
艘
・
帆

を
下
ろ
し
た
の
が
一
艘
、
早
瀬
を
乗
り
切
る
た 

文書館だより 
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⑪田殿村井口のミカン畑 

⑬田口からみた西山 

⑯宮原の渡し場（紀伊国名所図会より） 
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め
に
綱
で
連
結
し
、
船
頭
が
川
面
に
下
り
て
引

っ
張
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
み
る
と
そ
の
下
手
に

も
同
じ
様
子
が
見
え
ま
す
。
右
手
に
は
空
船
が

係
留
さ
れ
、
そ
の
積
荷
で
し
ょ
う
か
蜜
柑
箱
ら

し
き
も
の
が
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

荷
積
み
専
用
の
船
着
き
場
は
江
戸
期
以
来
、
船

場
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。 

                

　
⑲
は
現
保
田
大
橋
付
近
の
風
景
で
す
が
、
河

原
の
様
子
が
今
と
較
べ
て
全
く
違
う
の
で
背
後

の
山
が
無
け
れ
ば
場
所
を
特
定
す
る
の
が
困
難

な
写
真
で
す
。
遠
景
に
岩
室
山
・
千
葉
山
が
見

え
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
と
全
く
同
じ
も
の
が

明
治
四
二
年
刊
行
の
『
紀
伊
名
所
案
内
』
に
使

用
さ
れ
て
い
て
、
同
書
に
は
「
山
田
原
橋
附
近

ノ
景
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
『
有
田
市
誌
』
に

「
保
田
村
は
一
般
に
交
通
に
恵
ま
れ
て
い
た
が
、

山
田
原
と
下
中
島
に
「
む
か
で
橋
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
し
か
な
く
、
洪
水
な
ど
で
橋
が
流
れ
落

ち
た
と
き
は
臨
時
の
渡
舟
と
い
う
状
態
で
川
南 

                
の
辻
堂
・
星
尾
・
千
田
と
、
川
北
の
下
中
島
・

山
田
原
は
分
断
さ
れ
、
連
絡
は
全
く
杜
絶
す
る

始
末
で
あ
っ
た
。
明
治
三
八
年
、
一
村
一
小
学

校
と
し
て
、
辻
堂
に
統
合
さ
れ
た
保
田
尋
常
高

等
小
学
校
が
出
来
て
も
、
川
北
の
通
学
児
童
を

ど
う
す
る
か
が
焦
眉
の
問
題
点
に
な
っ
た
。
下

中
島
か
ら
辻
堂
へ
学
童
通
学
の
た
め
に
渡
舟
を

特
設
し
、
山
田
原
・
辻
堂
間
に
や
や
安
全
な
橋

を
架
設
し
た
の
が
、
明
治
三
十
九
年
の
こ
と
で
、

俗
に
「
教
育
渡
船
」
、
「
教
育
橋
」
と
呼
ん
だ
。
」

と
あ
る
の
が
こ
の
橋
で
す
。
長
さ
三
五
間
・
幅

六
尺
で
し
た
。
川
船
が
こ
の
橋
を
通
過
す
る
際

に
は
帆
柱
を
た
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。 

【
北
湊
】 

　
⑳
は
、
北
湊
（
天
甫
堤
）
を
北
側
か
ら
見
た

と
こ
ろ
で
す
。
天
甫
堤
は
有
田
大
橋
の
西
側
、

有
田
川
右
岸
に
川
に
沿
っ
て
細
長
く
突
き
出
た

地
形
の
と
こ
ろ
で
す
。
現
実
に
は
こ
の
よ
う
な

視
点
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
な
場
所
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
絵
師
が
想
定
し
た
鳥
瞰
図
で
、
名
所
図

会
お
得
意
の
描
き
方
で
す
。
手
前
の
天
甫
堤
だ

け
で
は
捌
き
き
れ
な
い
た
め
か
、
川
の
中
州
に

も
蜜
柑
籠
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
田

船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
蜜
柑
は
天
甫
堤
に
荷
揚

げ
さ
れ
、
岡
役
に
渡
し
ま
す
。
岡
役
は
荷
主
か

ら
の
送
り
状
と
引
き
合
わ
せ
て
数
量
を
改
め
、

瀬
取
船
に
引
き
渡
し
ま
す
。
　
　 

                 

　
　
は
、
天
甫
堤
で
の
荷
役
の
光
景
で
す
。 

平
田
船
か
ら
蜜
柑
箱
が
陸
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
方
か
ら
艪
を
漕
い
で
こ
ち
ら
に
や
っ
て

く
る
の
は
、
本
船
へ
の
積
み
込
み
に
使
用
さ
れ

る
瀬
取
船
と
思
わ
れ
ま
す
。
河
口
付
近
は
水
深

が
浅
い
た
め
、
大
き
な
船
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し 

た
。
　
で
は
、
平
田
船
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。
た
お
さ
れ
た
帆
柱
と
櫂
が
み
え
て
い
て
、

船
底
に
は
竹
で
し
ょ
う
か
、
簀
の
子
状
の
も
の 

                               

を
敷
い
て
い
ま
す
。
天
甫
堤
の
公
園
に
は
こ
こ

が
蜜
柑
の
積
み
出
し
基
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
説
明
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
溝
端
佳
則
） 
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西
山
家
の
知
行
目
録 

　
写
真
１
の
「
目
録
」
は
、
明
和
八
年
（
一
七

七
一
）
十
二
月
付
で
、
当
時
の
紀
州
藩
奉
行
（
の

ち
の
勘
定
奉
行
）
豊
嶋
五
郎
左
衛
門
・
堀
田
藤

十
郎
に
よ
っ
て
、
西
山
与
七
郎
（
三
代
目
武
政
）

に
対
し
て
知
行
高
合
せ
て
二
百
石
を
支
配
す
る

よ
う
に
記
さ
れ
た
知
行
目
録
で
す
。 

　
知
行
目
録
は
上
・
中
級
の
家
臣
へ
宛
行
わ
れ

る
知
行
の
目
録
で
、
加
増
や
跡
目
相
続
、
新
知 

                       

（
新
し
く
知
行
を
宛
行
わ
れ
る
）
な
ど
に
際
し

て
発
給
さ
れ
ま
し
た
。 

 

西
山
家
に
つ
い
て 

　
西
山
家
が
藩
へ
提
出
し
た
「
系
譜
」
（
『
紀

州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
』
通
番
１
０

７
９
４
）
に
は
、
同
家
の
先
祖
は
「
根
来
藤
之

坊
」
を
名
乗
る
大
身
で
し
た
が
、
信
長
に
よ
る

根
来
焼
討
ち
の
あ
と
、
那
賀
郡
西
山
村
（
現
紀

の
川
市
）
に
（
農
民
と
し
て
）
居
住
し
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。 

　
紀
州
藩
へ
は
二
代
目
藩
主
光
貞
の
と
き
の
貞 

　
　
　
　
　
　
享
三
年
（
一
六
八
六
）
十
月
に 

　
　
　
　
　
　
元
祖
の
与
惣
兵
衛
が
御
広
間
坊 

                     

主
の
役
目
を
得
て
奉
公
を
始
め
ま
し
た
。
当
初

は
育
姫
（
光
貞
の
娘
）
方
に
付
け
ら
れ
た
り
、

諸
役
所
で
の
勤
め
を
命
じ
ら
れ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。 

　
正
式
に
藩
士
と
な
っ
た
の
は
享
保
七
年
（
一

七
二
二
）
十
二
月
の
こ
と
で
、
椒
御
殿
番
の
役

職
を
勤
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
与
惣
兵
衛
に
初
め
て
禄
が
下
し
置
か
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
の
禄
高
は
切
米
十
二
石
で
し
た
。 

切
米
と
は
、
幕
府
や
藩
か
ら
家
臣
へ
与
え
ら
れ

た
禄
の
ひ
と
つ
の
形
態
で
、
百
姓
が
年
貢
米
と

し
て
幕
府
や
藩
の
米
蔵
に
納
め
た
米
を
現
米
で

受
け
取
ら
せ
る
方
法
で
す
。
切
米
は
お
も
に
下

級
家
臣
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、 

　
　
　
こ
れ
を
受
取
る
者
を
切
米
取
り
と
い
い 

　
　
　
ま
し
た
。 

 

　
　
　
西
山
家
の
禄
高 

　
　
　
　
西
山
家
で
は
二
代
目
の
当
主
と
な
っ 

　
　
　
た
与
七
郎
高
弘
に
対
し
て
も
、
初
代
同 

　
　
　
様
に
切
米
が
下
し
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
五
月
に
御 

　
　
　
用
部
屋
物
書
と
し
て
召
出
さ
れ
た
高
弘 

　
　
　
は
、
同
五
年
（
一
七
四
〇
）
と
寛
保
三 

　
　
　
年
（
一
七
四
三
）
の
二
度
に
わ
た
り
禄 

　
　
　
高
が
加
増
さ
れ
、
御
右
筆
見
習
と
な
り 

　
　
　
役
職
も
昇
進
し
ま
す
が
、
依
然
と
し
て 

　
　
　
切
米
取
り
の
ま
ま
で
し
た
。 

　
　
　
　
西
山
家
の
禄
高
が
飛
躍
的
に
増
加
し 

　
　
　
た
の
は
、
三
代
目
の
当
主
と
な
る
武
政 

　
　
　
の
と
き
で
し
た
。 

　
　
　
　
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
跡
目
を 

　
　
　
継
い
だ
武
政
は
、
当
初
は
十
人
組
並
小 

　
　
　
寄
合
の
役
で
切
米
十
二
石
で
し
た
が
、 

　
　
　
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
下
肝
煎
を

仰
せ
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
切
米
十
三
石

と
足
米
（
そ
の
役
職
に
就
い
て
い
る
間
だ
け
給

付
さ
れ
る
手
当
）
二
十
石
が
下
し
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
十
一
年
（
一

七
六
一
）
正
月
に
は
足
米
（
う
ち
七
石
）
を
本

禄
へ
加
増
さ
れ
、
合
わ
せ
て
切
米
二
十
石
と
な

っ
た
う
え
に
、
足
米
を
三
十
石
下
し
置
か
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。 

　
さ
ら
に
宝
暦
十
三
年
に
大
番
格
を
仰
せ
付
け

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
も
や
足
米
を
本
禄

に
加
増
さ
れ
る
な
ど
、
度
重
な
る
昇
進
や
加
増

を
う
け
た
の
で
す
。 

　
そ
し
て
つ
い
に
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
十

一
月
十
七
日
付
で
「
久
々
精
出
相
勤
候
付
」
と

し
て
、
御
使
役
並
か
ら
留
守
居
物
頭
を
仰
付
ら

れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
時
切
米
八
十
石
と
な
っ

て
い
た
武
政
は
、
地
方
（
知
行
）
二
百
石
に
お

直
し
と
な
っ
た
の
で
す
。 

　
地
方
知
行
は
、
知
行
地
と
し
て
土
地
・
百
姓

を
直
接
支
配
さ
せ
、
家
臣
に
年
貢
を
受
取
ら
せ

る
方
法
で
、
上
級
・
中
級
家
臣
に
対
し
て
宛
行

わ
れ
る
禄
で
す
。
地
方
知
行
を
宛
行
わ
れ
た
者

を
知
行
取
り
と
い
い
ま
す
。 

 

知
行
状
の
発
給
と
家
格 

　
前
述
の
知
行
目
録
が
発
給
さ
れ
た
の
も
明
和

八
年
で
、
知
行
高
も
二
百
石
と
系
譜
の
記
述
と

一
致
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
知

行
目
録
は
、
西
山
家
が
初
め
て
知
行
を
下
し
置

か
れ
た
と
き
に
発
給
さ
れ
た
目
録
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
紀
州
藩
で
は
藩
政
期
を
通
じ
て
知
行
制
が
維

持
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
村
で
の
裁
判
権
や

行
政
権
、
村
の
収
穫
高
に
対
し
て
年
貢
を
ど
れ

だ
け
収
納
す
る
か
と
い
う
年
貢
率
の
決
定
権
な 
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【
釈
文
】 

　
　
　
　

目
録 

　
　
　
　
　
　
　
　
紀
伊
国
伊
都
郡 

一

五
拾
五
石
三
斗
八
合
　
　
平
村
内 

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
那
賀
郡 

一　
四
拾
四
石
六
斗
九
升
弐
合
　
下
佐
々
村
内 

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
名
草
郡 

一

五
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
田
屋
村
内 

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
海
士
郡 

一

五
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
丁
村
内 

　
　
　
合
弐
百
石 

右 

之 

村 

付 

従 

当 

卯 

年 

可 
有 

所 

務 

候 

重 

而 

御 

知 

行 

割 

直 

御 

書 

出 

被 

下 

候 

時 

此 

目 

録 

取 

替 

可 

申 

候 

已 

上 

　
　
　
　
　
　
豊
嶋
五
郎
左
衛
門
（
印
） 

　
明
和
八
年
十
二
月 

　
　
　
　
　
　
堀
田
藤
十
郎
（
印
） 

 

　
　
　
　
　
西
山
与
七
郎
殿 

あ
て 

が 

の
り 

は
じ
か
み 

じ 

か
た 



                                   

ど
は
、
知
行
を
与
え
ら
れ
た
家
臣
で
は
な
く
藩

が
握
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
知
行
地
と
し
て
賜
る
村
々
は
、
禄
高

が
五
百
石
以
下
の
家
臣
は
伊
都
・
那
賀
・
名
草
・

海
士
・
日
高
の
六
郡
の
内
か
ら
、
五
百
石
以
上

の
家
臣
は
六
郡
と
勢
州
三
領
の
内
か
ら
、
と
石

高
を
そ
れ
ぞ
れ
の
村
へ
割
り
振
っ
て
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
で
は
城
下
に
居
住
す
る
こ
と
が

原
則
と
さ
れ
て
い
る
家
臣
が
直
接
、
知
行
村
を

支
配
す
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
で
、
現
実
に
は

そ
の
知
行
支
配
は
形
式
だ
け
の
支
配
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た 

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
と
き
の
武
政
の
知
行
へ

の
お
直
し
も
、
実
際
に
知
行
地
の
支
配
権
を
与

え
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
知
行
取
り
と
な
る
こ
と
は
、
家
格
の
上

昇
を
意
味
す
る
こ
と
で
あ
り
、
上
級
家
臣
へ
の

仲
間
入
り
を
果
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
武
政
は
こ
の
後
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

に
御
薬
込
頭
（
後
の
御
広
敷
御
用
人
）
と
な
り
、

加
増
・
足
米
の
結
果
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

十
二
月
に
は
禄
高
が
五
百
石
と
な
り
ま
す
。 

　
武
政
の
跡
を
継
い
だ
四
代
目
久
抽
は
、
寛
政

九
年
三
月
二
十
九
日
に
知
行
五
百
石
の
跡
目
を

そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
、
十
一
代
紀
州
藩
主
斉
順

の
と
き
、
御
側
用
人
渥
美
源
五
郎
、
山
中
筑
後

守
、
寺
社
奉
行
伊
達
千
広
ら
と
と
も
に
熊
野
三

山
の
富
筋
取
締
方
や
上
方
貸
付
方
に
関
係
す
る

な
ど
し
、
五
代
目
久
議
の
時
つ
い
に
知
行
高
千

二
百
石
を
誇
る
大
身
の
武
家
と
な
っ
た
の
で
す
。 

　
西
山
家
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
明
和
八
年
の

切
米
か
ら
地
方
知
行
へ
の
お
直
し
は
、
そ
の
後

の
家
格
を
上
昇
さ
せ
る
大
き
な
契
機
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。 

（
松
島
　
由
佳
） 

  

　
今
年
度
は
10
月
に
き
の
く
に
志
学
館
二
階
の

講
義
・
研
修
室
で
３
回
の
講
座
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
12
月
に
は
田
辺
市
の
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
ビ
ッ
グ
・
ユ
ー
で
も
歴
史
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。
各
回
と
も
、
当
文
書
館
の
職
員
が
郷

土
和
歌
山
に
密
着
し
た
歴
史
に
つ
い
て
講
演
し

ま
し
た
。
そ
の
概
要
と
受
講
者
の
声
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

（
声
の
欄
は
各
回
の
講
座
後
、
参
加
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見
を
抜
粋
し

た
も
の
で
す
。
） 

★
き
の
く
に
志
学
館
で
開
催 

・
第
１
回
　
10
月
13
日
（
土
） 

　
　
テ
ー
マ
　
出
版
物
等
に
見
る
和
歌
山
の
書 

　
　
　
　
　
　
商 

　
　
講
　
師
　
須
山
　
高
明
（
当
館
主
任
） 

        

　
声
「
和
歌
山
の
出
版
物
、
書
商
に
つ
い
て
の 

　
　
　状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」 

 

・
第
２
回
　
10
月
20
日
（
土
） 

　
　
テ
ー
マ
　
和
歌
山
の
街
道
Ⅰ
　
粉
河
街
道 

　
　
講
　
師
　
森
脇
　
義
夫
（
当
館
次
長
） 

・
第
３
回
　
10
月
27
日
（
土
） 

　
　
テ
ー
マ
　
和
歌
山
の
街
道
Ⅱ
　
隅
田
街
道 

　
　
講
　
師
　
森
脇
　
義
夫 

　
声
「
和
歌
山
県
内
の
歴
史
街
道
を
知
り
、
自 

　
　

分
で
も
歩
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」 

           

★
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
ビ
ッ
グ
・
ユ
ー
で
開
催

　
　
　
　
　
　
　
開
催
日
　
12
月
２
日
（
日
） 

・
第
１
部 

　
　
テ
ー
マ
　
旧
田
辺
町
と
そ
の
周
辺
の
風
景 

　
　
講
　
師
　
溝
端
　
佳
則
（
当
館
主
任
） 

・
第
２
部 

　
　
テ
ー
マ
　
田
辺
を
中
心
と
し
た
明
治
期
の 

　
　
　
　
　
　
書
商
た
ち 

　
　
講
　
師
　
須
山
　
高
明 

　
声
「
旧
田
辺
町
の
風
景
は
、
懐
か
し
く
貴
重 

　
　

で
も
あ
る
し
、
移
り
変
わ
り
の
実
態
が 

　
　
　よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
」 

 

文書館だより 

７ 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 歴

史

講

座 

（
三
代
目
武
政
） 

（
中
略
） 

（
後
略
） 

写真２　西山家「系譜」（『紀州家中系譜並に親類書書上げ』通番１０７９４） 

な
り
ゆ
き 



    

■
利
用
方
法 

　
●
閲
覧
室
受
付
に
あ
る
目
録
等
で
必
要
な
資

　
　
料
、
文
書
等
を
検
索
し
、
閲
覧
申
請
書
に

　
　
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
文
書
等
利
用
の
受
付
は
閉
館
30
分
前
ま
で

　
　
で
す
。 

　
●
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

　
　
参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
●
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認

　
　
申
請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。 

 

■
開
館
時
間 

　
●
火
曜
日
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

　
●
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

■
休
館
日 

　
●
月
曜
日
（
そ
の
日
が
祝
日
又
は
振
替
休
日 

　
　
と
重
な
る
と
き
は
、
そ
の
後
の
平
日
） 

　
●
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
） 

　
●
館
内
整
理
日 

　
　
１
月
４
日
（
そ
の
日
が
月
曜
日
の
と
き
は 

　
　
　
　
　
　
　
５
日
） 

　
　
２
月
〜
12
月
　
第
２
木
曜
日 

　
　
　
　
　
　
（
そ
の
日
が
祝
日
と
重
な
る
と 

　
　
　
　
　
　
　
き
は
そ
の
後
の
平
日
） 

　
●
特
別
整
理
期
間
　
10
日
間
（
年
１
回
） 

    

■
交
通
の
ご
あ
ん
な
い 

　
JR
和
歌
山
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 

　
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 

　
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分 

    

　
平
成
一
九
年
中
に
貴
重
な
歴
史
資
料
・
文
献

の
寄
贈
が
四
件
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
大
切
に
保
存
い
た

し
ま
す
。 

 

　
小
田
康
徳
氏
旧
蔵
新
聞
資
料 

　
浪
花
新
聞
・
大
阪
日
報
を
始
め
と
す
る
明
治

初
期
の
新
聞
か
ら
朝
日
新
聞
な
ど
も
含
め
、
主

と
し
て
多
く
の
在
阪
新
聞
の
中
か
ら
和
歌
山
関

係
の
記
事
を
抜
粋
し
た
も
の
で
、
明
治
九
年
か

ら
二
二
年
に
至
る
合
計
一
九
〇
〇
枚
を
超
え
る

切
り
抜
き
資
料
。 

 

　
旧
高
野
口
町
岡
本
家
文
書 

　
岡
本
隆
夫
氏
旧
蔵
に
か
か
る
文
書
群
で
、
江

戸
時
代
の
座
送
り
証
文
な
ど
も
含
ん
だ
、
明
治

大
正
期
の
土
地
所
有
や
小
作
関
係
の
文
書
を
中

心
と
し
た
九
箱
に
及
ぶ
文
書
群
。 

 

　
和
歌
山
県
議
会
図
書
室
旧
蔵
資
料 

　
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
写
本
を
始
め
『
紀
伊

国
名
所
図
会
』
や
、
学
習
館
や
紀
伊
国
学
所
の

蔵
印
の
あ
る
『
扶
桑
略
記
』
等
を
含
め
た
一
〇

点
一
三
六
冊
の
和
古
書
資
料
。 

 

　
遠
藤
富
士
子
氏 

　
飴
谷
栄
蔵
氏
旧
蔵
に
か
か
る
刊
本
資
料
で
、

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
を
始
め
と
し
て
『
和
歌

山
市
史
』
な
ど
を
含
め
た
二
七
点
六
四
冊 

  

   

　
刊
行
物
関
係 

一
　
『
収
蔵
史
料
目
録
七
　
紀
州
藩
士
諸
家
文 

　
書
目
録
』
を
七
月
に
刊
行
。 

二
　
「
文
書
館
だ
よ
り
」
の
第
二
一
・
二
二
・ 

　
二
三
号
を
七
月
・
一
一
月
・
三
月
に
刊
行
。 

三
　
『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
一
三
号 

　
を
刊
行
。 

 

　
展
示
関
係 

一
　
パ
ネ
ル
展
示 

　
三
ヶ
月
ご
と
に
、
年
間
四
回
の
テ
ー
マ
展
示 

　
を
実
施
す
る
と
と
も
に
有
田
振
興
局
へ
の
出 

　
張
展
示
を
実
施
。 

二
　
ケ
ー
ス
展
示 

　
二
ヶ
月
ご
と
に
、
年
間
六
回
に
わ
け
て
収
蔵 

　
資
料
の
紹
介
を
実
施
。 

 

　
講
座
関
係 

一
　
古
文
書
講
座 

　
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
五
回
の
古
文
書
解 

　
読
講
座
を
実
施
。 

二
　
歴
史
講
座 

　
一
〇
月
に
本
館
で
三
講
座
、
一
二
月
に
田
辺 

　
市
で
二
講
座
を
実
施
。
（
前
頁
を
参
照
く
だ 

　
さ
い
） 

 

　
資
料
保
存
関
係 

一  

一
八
年
度
末
寄
贈
資
料
等
の
燻
蒸
処
理
を 

　
実
施
。 

二
　
『
惣
帳
古
帖
紙
』
の
修
復
を
実
施
。 

三
　
「
早
川
家
文
書
」
な
ど
三
文
書
群
の
マ
イ 

　
ク
ロ
撮
影
を
実
施
。 

文書館だより 

至
和
歌
山
イ
ン
タ
ー 

至海南 

至天王寺 

●市役所 

県庁 
　● 

紀ノ
川 

南
海
本
線
 

紀ノ川大橋 

和歌山県立文書館 

至和歌浦 

車庫前 
バス停 

けやき大通り 

国

体

道

路 

高松 
バス停 

和歌山城 

JR
紀
勢
本
線 

JR
和
歌
山
駅 

N

中
央
通
り（
国
道
42
号
） 

文
書
館
の
利
用
案
内 

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
23
号 

　
平
成
20
年
３
月
31
日
　
発
　
行 

　
編
集
・
発
行
　
和
歌
山
県
立
文
書
館 

　
〒
六
四
一
ー
〇
〇
五
一 

　
和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七
―
三
八 

　
　
　
　
　
　
　
き
の
く
に
志
学
館
内 

　
電
　
話
　
〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
〇 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
一 

　
印
　
刷
　
有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所 

８ 

貴
重
な
資
料
・

貴
重
な
資
料
・ 

　
　
　
文
献
の
寄
贈

　
　
　
文
献
の
寄
贈 

平
成
十
九
年
度

平
成
十
九
年
度 

　
　
　
　
事
業
の
報
告

　
　
　
　
事
業
の
報
告 

貴
重
な
資
料
・ 

　
　
　
文
献
の
寄
贈 

平
成
十
九
年
度 

　
　
　
　
事
業
の
報
告 

◇ホームページアドレス◇ http://www.wakayama-lib.go.jp/monjyo/

和
歌
山
市
駅
 


